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鉦 7mm夏腹 と比較的高値で,遺影 量∴太 い 動 脈 管 開 存 を

認めた例では早耳等言試長を使用せず経過観 察 し て い た と こ
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閉塞がみ較)れたわ本例の経験から亨新 生 児 期 に P D A

があ り,Pa特設の良好な症例でも菅充分 な 嘗湧 A S の も と

をこ 互譲GEまの使用が必要と考えられた七 ま た 新 生 児 期 の

アン/ギオによる左室拡張末期容積は,Il f磯 霊 慧 ± 冒 7 % / o F

Normalで左室駆出率は臥緋±軋06と良 好 で き 新 生 児 期

の 繭もeme手術の可能性を示媛する所見 と 考 え に 〈凍 た .

-､ -

spaSm に よると思われ る急 性 冠 閉 塞 を

きた した i例

議 Fu広宗 ;最 詮纂 ( 驚 豊 沼 粁 琶 )

PTCA 成功後 5日目をこ急性冠閉塞 を き た し た 症 例 を

経験 した,症例は52才の男性チ午前の 労 作 及 び 安 静 時 胸

痛を室薪として入院,冠動脈造影によ り 左 前 下 行 枝 近 位

部をこ99%狭窄を認めた.薬物治療に よ っ て も 胸 痛 が と れ

ないため苧PrrCA を施行 し99%狭窄を 冠 動 脈 解 離 な く 5 0

,%以下をこ拡大 L成功 した,節線 5日E3 に 行 っ た 運 動 負 荷

試験では負荷陰性であったが,運動 免 荷 3 0 分 後 よ り 胸 痛

認 軌 fm 隈 , 王S 音溝 が 無 効 で あ -〕 た た め 緊 急 冠 動 脈 造 影

:i.･ lpnl ∴ . t 'T ( 1.＼ 舶 用 1 日 古 ､ r廿 柾 ∴ ＼ '1'( I, i( I . t ■ft

把 と も 無 効 で P FT C A 紅 よ り 再 開 通 を 得 た . m C A 成

功 2 4 時 間 以 降 の 急 性 冠 閉 塞 は 極 め て 希 と さ れ 手 術 後 単 願

の 狭 心 症 の 啓 発 闘 ま ･式 パ ス ム の 関 与 が 鰍 ㌣ ざ れ て い る 七

本 例 で は 術 前 よ り 安 静 時 狭 心 症 が あ をつ . 事 件 時 胸 痛 も 午

軽 い r ･ 十 .

鋸 自 然 弁 感 染 鰍 ej､ 内 膜 擬 銅 外 紺 治 療 潜 動 漬 葺

上 野 光 夫 卓 鰍 を葦毒 草 機

中 常 態 実 朝 棒 縄 目 新 潟 大 学 第 二 外 科 )
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昭 和 5 5 年 ＼ 6 3 年 の 9 年 間 Slこ 1 5 例 の 白 然 弁 感 染 絡 む 内 膜

糞 潤 V に ) の 手 術 を 経 験 し た N 活 動 期 語 例 , 治 療 期 首 語

例 で あ --) た . 黒 豆 息 猟 亙 穏 例 で あ 炉 等よ 均 年 齢 は 魂 9 歳 で あ っ

た 中 隊 患 弁 別 で は A 弁 8 例 , 緋 弁 後 胤 A + M 弁 3 例 で

あ ー ｡ た ｡ 大 動 脈 弁 燭 園 膿 癌 は 5 例 で 全 体 の 1 / 3 を 占 め ,

近 年 増 加 L て い る . 進 行 す る 心 不 全 7 疫 繁 な ど に よ る 塞

栓 症 の 危 険 性 の 高 い 場 合 闘 ま 緊 急 手 術 を も 考 慮 す る 必 要

が あ り , ま た 抗 生 剤 治 療 に よ っ て も 感 毅 を 制 限 で き な い

磯 倉 は 手 術 的 治 療 を 考 慮 す る の が 一 般 的 な 考 え 方 と な - )

て い 5 ,

弁 翰 都 濃 癌 の 疑 わ れ る よ う な 症 例 で は 亨 長 期 間 の 抗 生

剤 治 療 の 腰 痛 の 拡 大 サ 弁 輸 周 弼 観 織 の 破 壊 , 脆 弱 化 を 転

た ら し 幸 衛 的 治 療 を 困 難 を こ す る 日 用 巨 性 も あ り , 救 命 の た

め 早 期 手 術 が 適 切 と さ れ る 症 例 転 存 在 し て い る ゥ 最 近 ,

大 動 脈 弁 輪 郭 膿 慶 症 例 が 増 劫 旺 て お り , 通 常 の A V 段

で は 対 処 で き ず ヲ 各 々 の 症 例 に 対 し 適 切 な 術 式 の 選 択 お

よ び ~㌻ 二 丈 が 必 要 と な っ て き て い る .
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先 天 性 心 疾 患 をこ 関 す る 最 近 の 進 歩 糾 紺 青 覚 ま し い も の

が あ る , な か で も 心 臓 カ テ - - テ ル 法 は , 治 療 面 で 蚤 要 な

位 鷺 を 占 め る よ う をこ な っ た . 圧 較 差 職 m m 若 芽 好 最 上 の

肺 動 脈 弁 性 狭 窄 例 に た い し て B a l l o o n v 挽 i v u k p l 扱 S 極

を 施 行 し た ･ 圧 較 差 の 推 定 は D o p p 如 法 で 上 野 可 能 で

あ っ た . 術 後 の P R が 見 ら れ る こ と が 多 い が } 最 期 的


